
「早く寝なさい！早く食べなさい！・・・
早く早くっていつも言ってる人ー手あげて」

9月15日 沢山の手がじわじわと上がりました。
沢山の参加がありました 「それは、子どもを愛してるからだよね」

ちょこっと後ろめたさを感じていた心が
慰められた嬉しい言葉でした。

随所に優しい言葉があふれ

張りつめた肩の力がすーっと

取れていくようでした。

よし！明日も頑張ろう

子どものうれしそうな顔見て

そう思ったのでした。

連絡ノートより
1部も2部も、子どもたちも保護者さんもずーっと笑顔でした。
勝手に写真を撮らせていただきましたが、どれもご覧のように素敵な表情の皆さん！

最後の歌「サヨナラ明日もね」で　すべてのプログラムが終了しました。
♪さよなら明日もね♪元気で会おうよね♪さよなら明日もね♪約束したんだよ♪
明日も元気で会おうよね！なんと優しい言葉でしょう。そしてなんと元気がわく言葉でしょう。

9月25日
発心保育園との交流
山道を歩いたり、崖を登ったり滑ったり
中村保育所では体験出来ないあそびに

「子どもと森に出かけてみれば」小西貴士著 驚いたりおもしろがったり。
頭がもげてしまったエゾゼミ 展望台からは田主丸の街並みが見え感動！
冷たい雨の中で動かなくなったアカネズミ 空の青さや心地よい風に秋を感じ
どんなに撫でても生き返らない　　悲しくて泣いてしまう 「ヤッホー！　ヤッホー！！！」
でもね　死に向き合うことも大切なんだ 何度も何度も呼びかけている子どもたち
それは生きていることが　どんなに素晴らしいか
命がどんなにかけがえのないものかを
知ることだから

※本の一部です。まだまだ素敵な言葉が続きますが…

自然界の中で起こるあらゆる出来事との出会いが

子どもたちの心を揺り動かします。 沢山の栗を拾いました。

感受性豊かですからすべてを受け留め心が太っていく子ども。 チカチカしてつかまれん…と子どもたちの声！

自然から学ぶことはとても多いです。ありがたいです。 イガイガの栗を目の前に心が動いています。


